
国立保健医療科学院 公衆衛生看護人材育成プログラム

■目的■
各階層や分野において、期待される役割
を果たすために必要な能力を獲得し、
質の高い保健活動を推進すること

＜階層別＞
①中堅期 ②管理期 ③統括保健師

＜分野別＞
①難病患者支援従事者研修（保健師等）
②児童虐待防止研修
③生活習慣病対策 等

短期研修

１．人材育成体制の強化に資するリーダーの育成
２．マネジメント能力の強化
３．自治体の人材育成計画との連動

専門課程Ⅲ地域保健福祉専攻科
■目的■
地域保健福祉の関連業務において、実践
活動の質的向上を図るために必要な知
識・技術を習得する

■期間■
１２週間(集合4週＋オンライン)

■過去の修了生の特徴■
プレ管理期(係員、主任、主査等)



保健医療科学院 長期研修 専門課程Ⅲ地域保健福祉専攻科 ご案内

 研修目的
 地域保健福祉の関連業務において、実践活動の質的向上を図るために必要な知識・技術を修得する

照会先：奥田博子（公衆衛生看護研究分野 統括研究官） E-mail：okuda.h.aa@niph.go.jp TEL:048-458-6233(直)

 研修期間
12週間（4月上旬～7月初旬）

集合研修
４月(３週)

オンライン研修
５～６月(８週)

集合研修
７月(１週)

 主な研修科目

合同必修科目 地域保健福祉専攻科必修科目

・公衆衛生総論  ・社会調査法
・疫学概論  ・社会保障
・環境保健  ・組織経営管理
・健康危機管理/感染症    ・施設見学
・地域診断演習    （厚生労働省,旧国立公衆衛生院）

・研究方法
・対人保健活動論
・公衆衛生看護管理
・人材育成方法論
・地域保健活動論

 令和8年度研修申込受付（予定）
• 受付期間：令和7年12月～令和8年1月5日
• 試験（オンライン面接）：令和8年2月初旬

＊ご注意：試験が2回→1回（2月）へ変更
回数の変更に伴い受付期間が繰り上がります（正式決定10月）

合同科目では、保健所長候補生の多職種と合同履修

＊過去の修了生（係員、主任、主査等）

旧国立公衆衛生院

オンライン期間が長く受講しやすい!

地域保健専攻科受講生のみ履修
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